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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1

理念の周知は出来ているが、実際に理念に向か
えていない。チームワークの取り組み。

１．職員同志の声掛け
２．お互いを理解する。
３．不平不満を言わない（相手を責めない）

１．定期的に管理者との面談を持ち評価する。
２．互いに注意しあえる関係性を作る。
　　（悪い点を指摘するのではなく良い点を認め
合う）
３．報告、連絡、相談を密にしチームケアの統一

1年

2 2

地域の行事がぎりぎりまで分からない。 １．利用者様に町内の動きを知ってもらい参
加したい行事を選んでもらう。
２．多くの催し物に参加する。

１．広報誌が定期的に届くよう町に依頼する。
２．行事に多くの職員・ボランティアを配置出来る
よう勤務表を組む。
３．車椅子の方も参加出来るように公用車の手
配

1年

3 12

重度化・終末期ケアを経験して今後重度化、終
末期ケアの定義を明確にしておく。

１．ケアプラン作成時家族様にも参加してい
ただく。
２．ケアプランの中に文章化しておく。
３．終末期ケアの指針の作成をする。

１．ご本人の状態に合わせ、ホームで対応可能
かどうか常に検討していく。
２．医療との連絡を密にしホームでの対応が可
能かどうかＳ、Ｔとも話し合う。
３．可能な限り研修に参加し情報の共有を図る。

1年

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


